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平
成
二
十
九
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上
期
バ
ル
ブ
生
産
高
調
査
結
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前
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比
２
䥼
２
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減
の
１
１
７
億
円
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平
成
２
９
年
上
期
䥹
１
月
䦅
６

月
䥺
の
バ
ル
ブ
生
産
高
調
査
䥹
２
２

社
䥺
の
結
果
が
ま
と
ま
り
䣍
同
上
期

の
生
産
高
は
䣍
１
１
７
億
４
９
０
０

万
円
と
前
年
同
期
比
金
額
で
２
億

６
６
０
０
万
円
減
䣍
増
減
率
で
マ
イ

ナ
ス
２
䥼
２
％
と
な
り
ま
し
た
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業
種
別
で
は
䣍
産
業
用
弁
は
前

年
比
マ
イ
ナ
ス
０
䥼
５
％
金
額
で

２
７
０
０
万
円
減
の
５
８
億
８
０

０
０
万
円
と
２
年
連
続
減
少
と
な

り
ま
し
た
䣎
こ
の
要
因
と
し
て
は
䣍

３
月
頃
ま
で
国
内
各
ユ
䤀
ザ
䤀
の

設
備
投
資
が
低
調
で
あ
䣬
た
事
が

影
響
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
䣎 

水
道
用
弁
は
䣍
前
年
比
マ
イ
ナ
ス 

４
䥼
９
％
䥹
２
億
２
０
０
万
円
減
䥺 

平成 29 年上半期の対前年比較表 

     （単位：百万円） 

種 類 別 平成 29 年 平成 28 年 増 減 率 

   (1～6 月)   (1～6 月)  (%) 

水 道 用 弁 3,896  4,098  -4.9  

船  用  弁 1,626  1,649  -1.4  

一般産業用弁 5,880  5,907  -0.5  

鋳 物 素 材 347  361  -3.9  

合  計 11,749  12,015  -2.2  

 
の
３
８
億
９
６
０
０
万
円
と
２
年 

連
続
の
減
少
に
な
り
ま
し
た
䣎
要
因

と
し
て
は
䣍
全
国
的
な
公
共
工
事
予

算
の
削
減
に
よ
る
も
の
と
需
要
を

期
待
し
て
い
る
首
都
圏
で
も
工
事

物
件
発
注
が
未
だ
低
調
で
あ
る
た

め
と
思
わ
れ
ま
す
䣎 

 

船
用
弁
は
䣍
前
年
比
マ
イ
ナ
ス

１
䥼
４
％
䥹
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０
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減
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１
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万
円
と
２
８
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下
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に
引
き
続
き
減
少
す
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
䣎
こ
れ
は
䣍
造
船
所

の
新
規
受
注
が
低
調
で
建
造
ペ
䤀

ス
が
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
影
響
に
よ

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
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の
３
億
４
７
０
０
万
円
と
地
場
バ

ル
ブ
業
界
か
ら
の
受
注
減
の
影
響

を
受
け
減
少
し
ま
し
た
䣎 

こ
の
よ
う
に
水
道
弁
䣍
産
業
用

弁
䣍
船
用
弁
䣍
鋳
物
素
材
と
す
べ

て
の
業
種
で
前
年
比
減
少
す
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
䣎 

 

今
後
の
見
通
し
と
し
て
は
䣍
春

ご
ろ
か
ら
国
内
の
民
需
関
連
需
要

が
見
ら
れ
始
め
た
事
と
䣍
秋
ご
ろ

か
ら
の
オ
リ
ン
ピ
䣹
ク
関
連
や
リ

ニ
ア
新
幹
線
需
要
が
期
待
で
き
る

事
も
あ
り
産
業
用
弁
は
上
昇
に
転

じ
る
と
思
わ
れ
ま
す
䣎
水
道
用
弁

は
首
都
圏
を
始
め
と
し
て
予
定
さ

れ
る
公
共
工
事
が
順
調
に
発
注
さ

れ
れ
ば
上
向
き
に
転
じ
て
く
る
と

思
わ
れ
ま
す
䣎
船
用
弁
は
船
用
エ

ン
ジ
ン
排
ガ
ス
規
制
に
よ
る
市
場

の
動
向
に
期
待
し
た
い
も
の
で

す
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本
年
度
の
安
全
標
語
の
募
集
に
は
䣍
１
４
社
４
６
７
通

の
応
募
が
あ
り
䣍
去
る
７
月
１
０
日
に
䣍
審
査
会
を
開
催
䣍

次
の
通
り
優
秀
作
品
が
選
ば
れ
た
䣎
今
年
は
特
に
奨
励
賞

５
点
を
追
加
し
賞
状
と
記
念
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を
贈
呈
し
ま
し
た
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目
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す
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し
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の
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が
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潜
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ゆ
る
リ
ス
ク
想
定
し 

 
 

 
 

安
全
対
策
は
日
々
ア
䣹
プ
デ
䤀
ト 

 
 

 
 

 

㈱
オ
䤀
ケ
䤀
エ
ム 

奥
村 

登
輝
彦 

三
席 

見
つ
け
た
危
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せ
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ア
す
る
職
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故
は
な
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清
水
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金
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作
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鳥
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三
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ベ
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心
に
青
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の
マ
䤀
ク
付
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初
心
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か
え
䣬
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全
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ま
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佳
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ル
䤀
ル
な
く
し
て
安
全
な
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ル
䤀
ル
守
䣬
て
事
故
は
な
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㈱
石
鋳
テ
ク
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青
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艶
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佳
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違
和
感
を
感
じ
た
時
は
迷
わ
ず
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て
ず
焦
ら
ず
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全
停
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か
す
前
に
は
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災
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佳
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も
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も
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険
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ら
自
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持
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彦
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働
基
準
監
督
署
署
長
特
別
賞 

 
 

 

䣓
安
全
第
一
䣔
が
第
一
だ
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自
分
の
常
識
過
信
せ
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点
を
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え
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危
険
予
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励
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あ
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で
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危
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を 
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個
人
目
標 

色
々
あ
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無
事
故
で
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通
目
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宮
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鉄
工
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長
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京
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奨
励
賞 

ク
レ
䤀
ン
走
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安
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操
作
で
確
実
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つ
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お
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ブ
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業
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竿
山 

裕
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昭和バルブ製作所 
            

        

咁優
勝
咂 

清
水
工
業 

角田鉄工 
  8   

  ０ 5    

清水鐵工所 
  ２     

   2  

ミヤジマ・松尾バルブ 
   7   

    9     

廣瀬バルブ工業 
    10    
    3 

オーケーエム 
    6 

    14    

宮部鉄工 
    2     
   5   

清水工業 

   6  

    11    

大和バルブ 
    3   

            

第 30 回軟式野球大会（多賀町民グランド） 

【日本バルブ工業会・日刊工業新聞社後援】 

 

滋
賀
県
立
大
学
特
別
講
演 

 

去
る
７
月
１
１
日
䣍
滋
賀
県
立
大

学
工
学
部
１
年
生
向
け
の
講
義
に

䣓
機
械
と
地
場
産
業
䣔
の
テ
䤀
マ

で
䣍
廣
瀬
バ
ル
ブ
工
業
㈱
社
長
小
野

慎
一
氏
が
特
別
講
義
を
さ
れ
た
䣎 

 

こ
れ
は
䣍
昨
年
に
引
き
続
き
青
年

部
部
長
と
し
て
滋
賀
県
立
大
学
か

ら
依
頼
を
受
け
䣓
バ
ル
ブ
産
業
の
知

名
度
ア
䣹
プ
䣔
と
将
来
を
担
う
人
材

確
保
の
活
動
と
し
て
組
合
青
年
部

が
実
施
し
た
も
の
で
す
䣎 

 
 

 

事
務
局
夏
季
休
暇 

 

８
月
１
１
日
䥹
金
䥺
䦅
１
６
日
䥹
水
䥺

ま
で
夏
季
休
暇
と
し
ま
す
の
で
ご
承

知
下
さ
い
ま
せ
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  写真左より 

【優勝 清水工業】 

【準優勝 廣瀬バルブ工業】 


